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インターネットトピック：World	IPv6	Launch

「標準でIPv6対応」を目標にWorld IPv6 Launchが開催されます。

2011年6月8日に開催されたWorld  IPv6 Dayの成果を受け
て、いよいよIPv6を導入するイベントが開催されることにな
りました。World  IPv6 Day終了後からWorld  IPv6 Weekと
かWorld  IPv6 $NEXTとか呼ばれていたものです。Weekは
中南米地域で2012年2月に開催されたRegional  IPv6 Week
のイベントで単語が使われてしまったのと、weakに響きが
似ているのもちょっと嫌で別な名前にすることになりました。
World  IPv6 Dayではキャッチフレーズとして「テスト飛行」を
使っていたので、それに対応する言葉として、Launchが選ば
れました。2012年1月の正式発表までは名称を公開できなかっ
たので、公開までのしばらくの間は次のアレって思いを込めて
$NEXT（変数）イベントと呼んでいました。

World IPv6 DayではIPv6導入に向けたテスト飛行ということ
で、賛同したコンテンツ事業者が24時間だけIPv6対応して、導
入に関してどんな問題や課題があるのかを明らかにすること
を目的にしていました。世界から賛同者が集まり、著名なサイ
トを含む多くのコンテンツがIPv6対応したおかげで、世界の
様々な環境でコンテンツサイトのIPv6導入に関する知見を得
ることができました。World IPv6 Day自体は24時間の時限イ
ベントでしたが、イベント後もIPv6対応を続けているコンテン
ツサイトは多く、コンテンツ側でのIPv6導入を検討する良い
きっかけになりました。

このWorld  IPv6 Dayの成功を受け、よりIPv6導入を促進す
るために、2012年6月6日にWorld  IPv6 Launchが開催され
ます。今回はIPv6がもっと日常の活動の中で普通に使えること
を目指しています。そのためにはコンテンツが標準的にIPv6対
応することはもちろんですが、一般のユーザがインターネット
接続の環境を整えたら、特別な設定や労力を必要とせずに普通
にIPv6でも通信できている状況が必要です。このため、今回は
コンテンツ事業者のみならず、個人向けにサービスを提供して
いるISPやホームルータベンダにも参加を呼びかけています。

このイベントに賛同し、参加を希望する場合は、参加カテゴリ
ごとに決められた参加条件を参照して、これを達成すると宣
言する必要があります。これらは言わば公約のようなもので、
6月6日までに準備を整えて参加条件を満たすことが求められ
ます。イベント当日は、それぞれの参加者が実際に条件を満た
せたかどうかの測定も行われる予定です。今回は「ネットワー
クオペレータ」「ホームルータベンダ」「Webサイト運営者」の
3つの参加カテゴリが用意されていて、それぞれ標準でIPv6対
応することを基軸に参加条件が設定されています。詳しくは以
下の情報提供サイトを参照してください。

■ World IPv6 Launch 
  - http://www.worldipv6launch.org/

■ 日本でのWorld IPv6 Launch
  - http://www.attn.jp/worldipv6launch/

ネットーワークオペレータの参加条件は、新規ユーザに対し
て標準的にIPv6接続サービスを提供すること、及び1%以上の
ユーザが実際にIPv6でコンテンツサイトにアクセスできてい
ることの2点です。標準的に提供とは、ユーザ側でIPv6対応の
ために何か特別な設定を必要とすることなく、IPv6に対応し
た接続性が得られている状態のことです。1%以上のユーザが
実際にIPv6でコンテンツサイトにアクセスできたかどうかは、
今回Webサイト運営者として参加する著名なコンテンツ事業
者の協力を得て測定を行う予定です。

ホームルータベンダの参加条件は、廉価な製品も含めコン
シューマ向けの主要な製品で標準的にIPv6対応することです。
これにより、ユーザ側でIPv6対応のために特別な設定を必要
とすることなく、IPv6に対応したインターネット接続性を利
用できるようになることを目的としています。なお、これら
ホームルータ製品が必要な機能を満たしていることを検証す
るため、IPv6 Ready CEルータ相互接続テストシナリオに合
格している必要があります。

Webサイト運営者の参加条件は、そのメインサイトを6月6日
以降、恒久的にIPv6対応することです。これは、IPv6用に別の
Webサイトやミラーサイトを立ち上げるのではなく、通常ユー
ザにサービス提供しているWebサイトをそのままIPv6対応さ
せる必要があります。これにより、IPv6対応したユーザがいつ
ものとおりアクセスしさえすれば、IPv6で通信が行われるよ
うになります。

既に世界の多くの組織がそれぞれのカテゴリに参加を表明し
ています。ユーザ環境へのIPv6導入も進んでいるようで、公
開されているIPv6でのアクセス状況によると、実際にIPv6で
Webサイトにアクセスできてるユーザも徐々に増えてきてい
ます。日本ではIPv6-IPv4フォールバック問題が大きく取り上
げられていますが、ユーザ環境でもIPv6のインターネット接
続を導入すれば、この問題はとてもすっきりと解決できます。
ユーザがもっと簡単にIPv6の接続性を導入できるように、関
係する事業者などと協力しながら、対応を続けていきたいと考
えています。
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